
2017年	
 ナショナルシングルス	
 ルールのついて 
 
ナショナルシングルス 2017では、2016年 9月より改定された 
IRFのルールを適応いたします。 
その他、変更になっているルールについても記載いたします。 
 
2016年 9月より改定のルール 
 
＜ルール 3 16.a＞ 
（新）各セットごとに 2回のタイムアウトを取ることができる 
（旧）1,2セットは 3回、タイブレークは 2回まで 
 
＜ルール 3.16b＞ 
（新）各セットのレスト時間は 2分間 
（旧）2セット目と 3セット目のレストは 5分間 
 
＜ルール 3 .1＞ 
（新）オープンクラスを含めた全クラスのサーブは 2サーブ 
（旧）以前は 1サーブ 
※ショートサーブ・ロングサーブ・３ウォールサーブ・スクリーンサーブはセカンドサーブとなる。 
セカンドサーブも同様に行った場合サイドアウトになる。 
フロントウォールに最初にあたらなかったサーブはいかなる場合においてもサイドアウトになる。 
 
＜ルール A7＞ 
（新）受け入れないアピールを 3回まで試行できる。 
（旧）15点ゲームでは 5回まで可。 
	
 	
 	
 11点のタイブレークでは 3回まで。 
 
その他 
＜スコア前のサーブについて＞ 
サーバーがスコアコール前にサーブを行った場合は、スコアコールされるまで 
、サーブを待機するように指導を行う。その後も続いてコール前にサーブを行った 
場合は、テクニカルとなりサーバーの点数を 1点減点とする。 
 
＜タイムアウトについて＞ 
現在はスコアコール後のタイムアウトも認められている。 
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 以上 


